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ネットワーク構成 

 

P1

P2

PE3

PE1

PE2

A1

B2

A2

B1

192.168.X.0/24

34

35

25 24

14

15

Loopback0
PE1:1.1.1.1/32
PE2:2.2.2.2/32
PE3:3.3.3.3/32
P1:4.4.4.4/32
P2:5.5.5.5/32

172.16.2.2

172.16.2.2

172.16.1.1

172.16.1.1

10.11.11.0/24

10.22.22.0/24

10.12.12.0/24

10.21.21.0/24

EIGRP AS1

OSPF Area 0

BGP AS65002

※インタフェース Fa0/0.x
x:ネットワークアドレスの3オクテット目

172.16.0.0/24

EBGP

S1/0

S1/0

AS1234

 

図 1 MPLS-VPNトラブルシュートシナリオ Vol.1 ネットワーク構成 

 

 

通信のポリシー 

MPLS-VPN によって、サイト A(A1、A2)間およびサイト B(B1、B2)間の通信ができるよ

うにします。 

サイト Aの A1および A2では OSPFを利用したルーティングを行います。A1-A2間の通

信は、通常MPLS-VPN経由で行うようにします。MPLS-VPNが利用できないときは、バ

ックアップ回線(S1/0)経由で通信できるようにします。 

サイト Bの B1では、EIGRPを利用します。また、B2では BGPを利用してルーティング

できるようにします。 

サイト Aとサイト Bでは、アドレス範囲が重複しています。サイト Aとサイト Bの通信は

確実に分離できるようにします。 
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問題 

 

現在の各ルータの設定では、ポリシー通りにサイト内の通信ができない状態です。必要な

設定の修正を行い、ポリシー通りに通信できるようにしてください。 

なお、CE ルータである A1、A2、B1、B2 の設定には問題がないものとします。設定の修

正は、PE1～PE3、P1、P2で行います。 

 

 

Dynamipsネットワーク構成ファイル 

MPLS-VPN_TS_Vol1_TT.net 

 

 


